
奈
良
県
営
水
道
訓
令
第
一
号

各

課

水
道
局

出
先
機
関

奈
良
県
水
道
局
行
政
文
書
規
程
（
平
成
二
年
三
月
奈
良
県
営
水
道
訓
令
甲
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
五
年
九
月
二
十
九
日

奈
良
県
知
事

山

下

真

第
一
条
の
二
中
第
七
号
を
削
り
、
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

文
書
管
理
シ
ス
テ
ム

電
子
計
算
機
を
利
用
し
て
、
文
書
の
収
受
、
起
案
、
決
裁
、
保
存
、
廃

棄
そ
の
他
の
文
書
の
管
理
に
関
す
る
事
務
を
処
理
す
る
シ
ス
テ
ム
で
総
務
部
法
務
文
書
課
が
管
理

す
る
も
の
を
い
う
。

第
一
条
の
二
第
八
号
を
削
る
。

第
十
二
条
の
見
出
し
中
「
収
受
、
配
布
等
」
を
「
配
布
及
び
収
受
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
、

当
該
文
書
等
の
余
白
に
当
該
課
の
収
受
印
（
第
六
号
様
式
）
を
押
印
し
」
を
削
り
、
同
項
後
段
を
削
り
、

同
条
第
二
項
中
「
、
封
筒
の
余
白
に
収
受
印
を
押
印
し
」
を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

主
務
係
長
又
は
名
あ
て
人
は
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
配
布
を
受
け
た
文
書
等
（
そ

の
内
容
が
軽
易
な
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
総
務
課
長
が
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
電
磁
的
記
録
に
変
換
し
、
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
り
収
受
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
電
磁
的
記
録
へ
の
変
換
に
適
し
な
い
文
書
等
と
し
て
総
務
課
長
が
定
め
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
当
該
文
書
等
の
余
白
に
当
該
課
の
収
受
印
（
第
六
号
様
式
）
を
押
印
す
る
方
法
に

よ
り
収
受
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
二
条
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
電
子
的
方
式
に
よ
る
文
書
等
の
受
領
及
び
収
受
）

第
十
二
条
の
二

主
務
係
長
又
は
名
あ
て
人
は
、
電
子
的
方
式
に
よ
り
受
信
し
た
文
書
等
（
そ
の
内
容

が
軽
易
な
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
、
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る

方
法
に
よ
り
収
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
文
書
等
が
重
要
又
は
異
例
の
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
文
書
等

を
主
務
課
長
の
閲
覧
に
供
し
、
そ
の
処
理
に
つ
い
て
指
示
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。

３

主
務
係
長
又
は
名
あ
て
人
は
、
数
課
に
関
係
の
あ
る
文
書
等
を
電
子
的
方
式
に
よ
り
受
信
し
た
と



き
は
、
当
該
文
書
等
を
最
も
関
係
の
深
い
と
認
め
ら
れ
る
課
に
配
布
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
三
条
第
一
項
中
「
起
案
用
紙
（
第
七
号
様
式
）
又
は
総
務
事
務
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
」
を
「
文

書
管
理
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
り
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

た
だ
し
、
総
務
課
長
が
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
は
、
起
案
用
紙
（
第
七
号
様
式
）
を
用
い

る
方
法
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
起
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
三
条
第
二
項
中
「
関
係
書
類
」
を
「
起
案
に
関
す
る
文
書
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
を
削
り
、

同
条
第
四
項
中
「
起
案
用
紙
の
「
保
存
期
間
」
欄
に
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第

三
項
中
「
当
該
各
号
に
定
め
る
事
項
を
起
案
の
際
、
起
案
用
紙
の
「
文
書
処
理
上
の
記
事
」
欄
に
」
を

「
起
案
の
際
、
当
該
各
号
に
定
め
る
事
項
を
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

四

公
印
を
押
印
す
る
も
の

公
印
押
印

第
十
三
条
第
三
項
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の

次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
起
案
を
行
う
文
書
及
び
当
該
起
案
に
関
す
る
文
書
の
う
ち
書
面
で
あ

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
総
務
課
長
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
電
磁
的
記
録
に
変
換
す
る
も
の
と
す
る
。

た
だ
し
、
電
磁
的
記
録
へ
の
変
換
に
適
し
な
い
文
書
と
し
て
総
務
課
長
が
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

第
十
三
条
第
六
項
中
「
総
務
事
務
シ
ス
テ
ム
」
の
下
に
「
（
電
子
計
算
機
を
利
用
し
て
、
職
員
の
人

事
、
給
与
、
福
利
厚
生
等
に
関
す
る
事
務
の
処
理
を
行
う
シ
ス
テ
ム
で
総
務
部
総
務
厚
生
セ
ン
タ
ー
所

長
が
管
理
す
る
も
の
を
い
う
。
）
」
を
加
え
、
「
第
三
項
及
び
第
四
項
」
を
「
前
二
項
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
の
二
中
「
文
書
の
余
白
又
は
付
箋
に
文
書
整
理
印
（
第
九
号
様
式
）
を
押
印
す
る
と
と
も

に
、
必
要
な
事
項
を
記
入
し
た
上
で
」
を
「
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
り
」
に
改
め
、

同
条
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
総
務
課
長
が
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
は
、
文
書
の
余
白
又
は
付
箋
に
文
書
整
理

印
（
第
八
号
様
式
）
を
押
印
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
事
項
を
記
入
す
る
方
法
そ
の
他
の
方
法
に
よ

り
供
覧
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
三
条
の
二
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
供
覧
す
る
文
書
の
う
ち
書
面
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
総
務
課
長
が

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
電
磁
的
記
録
に
変
換
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
電
磁
的
記
録
へ
の
変
換

に
適
し
な
い
文
書
と
し
て
総
務
課
長
が
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
十
八
条
中
「
の
起
案
文
書
を
」
の
下
に
「
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
方
法
以
外
の
方
法
に



よ
り
」
を
加
え
る
。

第
二
十
条
の
見
出
し
中
「
及
び
契
印
」
を
削
り
、
同
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

施
行
す
る
文
書
（
公
報
に
登
載
す
る
も
の
及
び
電
子
的
方
式
に
よ
る
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。

）
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の
に
は
、
公
印
を
押
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

法
令
等
の
規
定
に
よ
り
公
印
を
押
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
文
書

二

県
又
は
相
手
方
の
権
利
義
務
又
は
法
的
地
位
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
文
書

三

事
実
の
証
明
に
関
す
る
文
書
そ
の
他
の
信
用
力
を
付
与
す
る
必
要
の
あ
る
文
書

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
公
印
を
押
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
文
書

第
二
十
条
第
二
項
中
「
施
行
し
よ
う
と
す
る
文
書
に
決
裁
を
受
け
た
起
案
文
書
を
添
え
て
」
を
削
り
、

「
に
提
出
し
、
照
合
」
を
「
の
照
合
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
の
二
第
一
項
中
「
電
子
的
方
式
に
よ
り
文
書
を
」
を
「
前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
文
書

を
電
子
的
方
式
に
よ
り
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
を
削
る
。

第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
送
信
す
る
文
書
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
を

削
る
。

第
二
十
二
条
の
見
出
し
中
「
編
集
」
を
「
整
理
」
に
改
め
、
同
条
中
「
完
結
し
た
行
政
文
書
（
電
磁

的
記
録
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
編
集
し
、
」
を
「
行
政
文
書
は
、
整
理
し
、
及
び
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
及
び
第
二
十
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
行
政
文
書
の
整
理
及
び
保
存
の
通
則
）

第
二
十
五
条

行
政
文
書
は
、
分
類
表
の
細
分
類
（
細
分
類
を
設
け
て
い
な
い
も
の
に
あ
っ
て
は
、
第

三
分
類
）
及
び
事
業
年
度
ご
と
に
整
理
し
、
組
織
的
に
用
い
る
も
の
と
し
て
管
理
が
適
切
に
行
わ
れ

る
場
所
に
お
い
て
保
存
す
る
も
の
と
す
る
。

２

事
案
が
二
年
以
上
に
わ
た
る
行
政
文
書
は
、
当
該
事
案
が
完
結
し
た
事
業
年
度
に
属
す
る
行
政
文

書
と
し
て
整
理
し
、
及
び
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
行
政
文
書
の
整
理
及
び
保
存
の
方
法
）

第
二
十
六
条

行
政
文
書
の
整
理
及
び
保
存
は
、
主
務
課
に
お
い
て
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る

方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
保
存
期
間
が
一
年
未
満
の
行
政
文
書
の
整
理
及
び
保
存

に
つ
い
て
は
、
主
務
課
に
お
い
て
他
の
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

２

整
理
し
、
及
び
保
存
す
る
行
政
文
書
の
う
ち
書
面
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
総
務
課
長
が
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
電
磁
的
記
録
に
変
換
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
電
磁
的
記
録
へ
の
変
換
に
適

し
な
い
行
政
文
書
と
し
て
総
務
課
長
が
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。



３

書
面
に
よ
る
保
存
が
必
要
で
あ
る
行
政
文
書
と
し
て
総
務
課
長
が
定
め
る
も
の
及
び
前
項
た
だ
し

書
に
規
定
す
る
電
磁
的
記
録
へ
の
変
換
に
適
し
な
い
行
政
文
書
と
し
て
総
務
課
長
が
定
め
る
も
の
の

整
理
は
、
主
務
課
に
お
い
て
次
の
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一

完
結
し
た
順
序
に
よ
り
簿
冊
に
つ
づ
り
込
む
こ
と
。

二

行
政
文
書
に
添
付
し
た
図
画
等
で
あ
っ
て
同
一
簿
冊
に
つ
づ
り
込
む
こ
と
が
困
難
な
も
の
に
つ

い
て
は
、
袋
に
入
れ
、
又
は
結
束
し
て
相
互
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
こ
と
。

三

保
存
期
間
が
三
年
以
上
の
行
政
文
書
に
係
る
簿
冊
に
は
、
索
引
を
付
け
る
こ
と
。

四

簿
冊
に
は
、
年
度
、
名
称
及
び
主
務
課
名
を
表
示
す
る
と
と
も
に
、
保
存
ラ
ベ
ル
を
貼
り
付
け

る
こ
と
。

４

書
面
に
よ
る
保
存
が
必
要
で
あ
る
行
政
文
書
と
し
て
総
務
課
長
が
定
め
る
も
の
及
び
第
二
項
た
だ

し
書
に
規
定
す
る
電
磁
的
記
録
へ
の
変
換
に
適
し
な
い
行
政
文
書
と
し
て
総
務
課
長
が
定
め
る
も
の

の
保
存
は
、
主
務
課
に
お
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
う
ち
保
存
期
間
が
十
年
以

上
の
も
の
の
保
存
に
つ
い
て
は
、
次
条
の
規
定
に
よ
る
引
継
ぎ
後
、
総
務
課
に
お
い
て
行
う
も
の
と

す
る
。

第
二
十
七
条
を
削
る
。

第
二
十
八
条
の
見
出
し
中
「
編
集
し
た
行
政
文
書
」
を
「
保
存
文
書
」
に
改
め
、
同
条
中
「
主
務
課

は
、
編
集
し
た
」
を
「
主
務
課
長
は
、
前
条
第
四
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
保
存
す
る
」
に
、
「
未
満
の

も
の
を
除
く
」
を
「
以
上
の
も
の
に
限
る
」
に
改
め
、
同
条
た
だ
し
書
中
「
た
だ
し
、
」
の
下
に
「
当

該
行
政
文
書
の
う
ち
」
を
加
え
、
同
条
を
第
二
十
七
条
と
す
る
。

第
二
十
九
条
中
「
第
二
十
六
条
本
文
」
を
「
第
二
十
六
条
第
四
項
た
だ
し
書
」
に
、
「
総
務
課
長
」

を
「
、
総
務
課
長
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
八
条
と
す
る
。

第
三
十
条
中
「
規
則
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
保
存
期
間
を
延
長
す
る
場
合
に
は
、
」
を
削

り
、
「
主
務
課
長
は
」
の
下
に
「
、
規
則
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
行
政
文
書
の
保
存
期
間
を
延

長
す
る
と
き
は
」
を
加
え
、
同
条
を
第
二
十
九
条
と
す
る
。

第
三
十
一
条
の
見
出
し
中
「
行
政
文
書
」
を
「
保
存
文
書
」
に
改
め
、
同
条
中
「
主
務
課
長
は
、
」

を
削
り
、
「
当
該
行
政
文
書
に
移
管
行
政
文
書
目
録
を
添
え
て
」
を
「
総
務
課
長
が
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
条
と
す
る
。

第
三
十
二
条
の
見
出
し
中
「
行
政
文
書
」
を
「
保
存
文
書
」
に
改
め
、
同
条
中
「
と
き
は
」
の
下
に

「
、
消
去
」
を
加
え
、
同
条
を
第
三
十
一
条
と
す
る
。

第
三
十
三
条
の
見
出
し
中
「
の
承
認
」
を
削
り
、
同
条
第
一
項
中
「
規
則
」
を
「
主
務
課
長
は
、
規



則
」
に
改
め
、
「
、
主
務
課
長
は
」
を
削
り
、
同
条
を
第
三
十
二
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を

加
え
る
。

（
電
磁
的
記
録
の
管
理
）

第
三
十
三
条

第
二
十
三
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
電
磁
的
記
録
で
あ
る
行
政
文
書

で
あ
っ
て
、
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
る
整
理
及
び
保
存
に
適
し
な
い
も
の
の
管

理
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。

第
三
十
四
条
を
削
る
。

第
三
十
五
条
の
表
第
六
条
第
一
項
第
三
号
の
項
中
「
こ
の
表
に
お
い
て
」
を
削
り
、
同
表
第
十
三
条

の
項
を
削
り
、
同
表
第
十
九
条
第
二
項
の
項
中
「
セ
ン
タ
ー
総
務
課
長
」
を
「
広
域
水
道
セ
ン
タ
ー
総

務
課
長
（
以
下
「
セ
ン
タ
ー
総
務
課
長
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
、
同
表
第
二
十
八
条
の
項
中
「
第
二

十
八
条
」
を
「
第
二
十
七
条
」
に
改
め
、
同
表
第
二
十
九
条
の
項
中
「
第
二
十
九
条
」
を
「
第
二
十
八

条
」
に
改
め
、
同
表
第
三
十
条
の
項
中
「
第
三
十
条
」
を
「
第
二
十
九
条
」
に
改
め
、
同
表
第
三
十
三

条
の
項
中
「
第
三
十
三
条
」
を
「
第
三
十
二
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
四
条
と
し
、
第
三
十
六
条

を
第
三
十
五
条
と
す
る
。

第
七
号
様
式
中
「公

印
省
略

」
を
「公

印
押
印

」
に
改
め
る
。

第
八
号
様
式
を
削
り
、
第
九
号
様
式
を
第
八
号
様
式
と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
程
は
、
令
和
五
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
規
程
の
施
行
の
際
現
に
行
わ
れ
て
い
る
供
覧
、
回
議
又
は
合
議
（
以
下
「
供
覧
等
」
と
い
う
。

）
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
後
の
奈
良
県
水
道
局
行
政
文
書
規
程
（
以
下
「
新
規
程
」

と
い
う
。
）
第
十
三
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

こ
の
規
程
の
施
行
の
際
現
に
行
わ
れ
て
い
る
回
議
又
は
合
議
に
係
る
文
書
の
施
行
に
つ
い
て
は
、

新
規
程
第
二
十
条
か
ら
第
二
十
一
条
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４

こ
の
規
程
の
施
行
の
際
現
に
保
存
さ
れ
て
い
る
行
政
文
書
及
び
こ
の
規
程
の
施
行
の
際
現
に
行
わ

れ
て
い
る
供
覧
等
に
係
る
行
政
文
書
の
整
理
及
び
保
存
に
つ
い
て
は
、
新
規
程
第
二
十
二
条
か
ら
第

三
十
三
条
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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